
完了地区フォローアップ調査 南知多地区

１．調査の目的・地区の概要

令和３～４年度に南知多地区での完了地区フォローアップ調査を
実施しています。今回はこの調査内容についてご紹介します。

本調査では、国営土地改良事業完了地区において地域の農業基盤
に関する情報（水利用・排水状況、水管理、施設管理、農業状況等
）を収集し、農業振興上の課題を把握・整理し、将来的な整備構想
について検討することを目的としています。

愛知県南部に位置する南知多地区は、国営農地開発事業（S51
～H6年度）により普通畑、樹園地の農地造成を行うとともに、道
路、排水路、畑かん施設等が整備されました。愛知用水事業により
水源施設が確保されており、野菜、果樹、花きなどの一大生産団地
が形成されています。

また、この地区では平成１9年度に同様の調査の取りまとめを行
っており、今回は過年度調査から変化している状況を調査し、新た
な課題整理とその対策方法等について検討を行うこととしています。

２．調査の工程
今年度は、各団地の工区長と、管理者である知多南部土地改良区

に営農や施設の状況の聞き取りを行うとともに、施設の機能診断調
査を実施し、地域における課題の整理を行いました。令和４年度も
引き続き、地元の意向を確認しながら今後の整備計画等の参考とな
るような取りまとめを行っていく予定です。
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田んぼダムセミナー＠中勢用水地区

三重県津市内を流れる安濃川の上流には国
営土地改良事業「中勢用水地区」で造成した
安濃ダムがあります。令和2年8月に関係者間
で「安濃川水系治水協定」が締結されました。

木曽川水系土地改良調査管理事務所では、
安濃川流域において、治水協定に基づく事前
放流の実施に加えて、「田んぼダム」の取組
の推進を図ることで流域治水へのさらなる協
力ができないかと考え、田んぼダムに関係す
る有識者をお招きして、多面的機能支払制度
に取り組む組織を対象としたセミナーの開催
を企画しています。

：令和4年夏～秋頃（調整中）
：津市内
：安濃川流域の防災・減災に役立つ“田んぼダム”の普及に向けて（仮称）
：新潟大学自然科学系（農学部） 吉川 夏樹 教授

（一社）農村振興センターみつけ 椿 一雅 事務局長
農研機構農村工学研究部門 皆川 裕樹 上級研究員 ほか

：木曽川水系土地改良調査管理事務所
：三重県津農林水産事務所、津市農林水産部、中勢用水土地改良区
：安濃川流域で多面的機能支払制度に取り組む組織の方々（予定）

田んぼダムセミナーの開催に先立って、令和3年10月29日、中勢用水土地改良区会議
室において田んぼダムに関する勉強会を行いました。講義をしていただいた新潟大学の
吉川教授からは、普及に向けて持続的な取組を下支えする適切な装置の設置の重要性や
支援の仕組み作りに関することと、新潟大学において実施予定の安濃川流域における田
んぼダム実施効果シミュレーションのお話がありました。

また、農村振興センターみつけの椿事務局長からは、新潟県見附市での取組事例の紹
介と田んぼダムを推進・継続させるポイントについてお話がありました。

勉強会に参加された三重県津農林水産事務所、津市農林水産部、中勢用水土地改良区
の皆さんから積極的な質問・意見があり、田んぼダムの取組推進に向けた意欲の高まり
が感じられました。

同セミナーは新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、令和4年夏～秋頃に開催した
いと考えています。三重県津農林水産事務所や津市農林水産部と連携を保ちつつ、多面
的機能支払活動組織の皆さんと意見交換をしながら、田んぼダムの取組につなげていく
ことを目指しています。

講演を行う 吉川 教授（左）と 椿 事務局長（右）

中勢用水地区の受益地
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